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デジタルアーカイブ学会誌

• デジタルアーカイブ学会 2017年5月1日創立
• デジタルアーカイブ学会誌 2017年10月1日創刊

• 年4回発行、研究大会に予稿集号発行
• 創刊から J-STAGE に登載
• 依頼原稿と査読付き論文 (年4報くらい)
• 記事は原則として CC BY 4.0 で公開
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「デジタルアーカイブ分野」のトップ・
ジャーナル
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「デジタルアーカイブ分野」のトップ・
ジャーナル
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J-STAGE Dataの利用
•研究大会予稿集のスライドは当初より電子附録と
して登載 (毎年 40件程度)

• J-STAGE Data 開始の際のパイロットに選定いただ
いた

• テストデータを登載
• スライド
• 写真
• 図表
• 補助資料
• 動画
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J-STAGE Data の利用

8



J-STAGE Data の利用
•登載数

• スライド 108
• 写真 1
• 図表 2
• 追加資料 1
• 動画 1
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J-STAGE Data の利用
• スライド
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J-STAGE Data の利用
•写真
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J-STAGE Data の利用
•図表
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J-STAGE Data の利用
•追加資料
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J-STAGE Data の利用
•動画
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J-STAGE Data 搭載データの削除
•投稿後削除

• 著作権者から公開の許諾が得られず、削除依頼
• 完全削除はできなかった
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J-STAGE Dataの投稿
• データは執筆者
が投稿
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J-STAGE Data の登載
• メタデータは Excel で作成
• データ登載は業者 (昭和情報プロセス) に依頼
• リンクから執筆者に確認依頼
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過去分の登載

• これまでの研究大会のスライド 107件を追加登載
• メタデータは Excel で作成
•発表者には事後連絡

• すでに電子附録として CC BY で公開済みのものなので
問題ない
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気が付いたこと

• これまでの「電子附録」はファイルサイズの制限が
きつく、また直接検索できなかったが、改善された。

• スライドなどに直接 DOIが付くのが良い
• figshareはメジャーなので、海外からのアクセスが
増加する可能性 (データの英文化も必要?)
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気が付いたこと

• Excel で直接メタデータ登載ができないのは不便
• figshare自体にはこの機能があるが、J-STAGE Data が
対応していない

• カテゴリが使いにくい
• 「デジタルアーカイブ」が当てはまるカテゴリーがない
• 大分類のみを使用することができない

• Humanities and Social Sciences に “Other” を追加してもらった

• J-STAGE Data のロゴは地味すぎ
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今後の計画

• デジタルアーカイブ分野では、記事に写真や動画
などがあると表現力が高まる

•依頼原稿や査読付き論文募集でデータ公開がで
きることを宣伝している
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•時実 象一
Soichi Tokizane
デジタルアーカイブ学会誌編集副委員長

東京大学大学院情報学環 高等客員研究員

tokizane@pc.highway.ne.jp
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